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城見まちづ<り協議会は、4月 27日、用之江公会堂で今年度の

総会を開催し、平成24年度の決算、安全安心部会とふれあい部会

の活動報告を承認しました。そして、今年度の予算案 (笠岡市に

要求)と汚動計画案が提案され、協議の後、承認されました。

また、まちづくり協議会の充実と発展をはん`るため、新役員体

制が提案され、満場一致で承認されました。これに伴う規約の一

部改正についても合わせて承認されました。             まちづくり協議会総会

加藤晃祐会長は実質 2年目のまちづ<り協議会の活動が地区のみなさん|こ理解され、一層の

絆の充実を図るよう協力を呼びかけました。新役員―丸となつて「まちづ<り」を進めていき

ますので、どうぞよろしくお願いします。
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まちづくり協議会の会計は3本あります

① 運営事業費

事務室の整備費やエアコン

購入資がなくなつたため 24
年度より34万円減額した73

万4千円です。主な項目は、

会長、事務員の人件費、事

務費 (紙、インク代)、 役務

費 (イ ンターネット使用料、

電話代)などです。要求額

通り交付が決定されました。
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②「安全・安′削 事業費

25年度の要求額は昨年を上回

る 130万円 (昨年は 61万円)。

大きくふくらんだわけは、今

日的課題である「自然羮害ゼ

□」を目:旨 す取 り組みの一環

として「ハザードマツプ」の作

成事業を計上 したためです。

「犯罪ゼロ」「交通災害ゼロ」パ

ト□―ル事業は昨年度の取り

組みの反省を沼ん
｀
し、工夫 し

取り組みます。

③「ふれあい」事業費

25年度の要求額は98万 5千円で昨

年を9万 9千円上回つています。

「大見山登山」の充実がさらに求
められています。子どもたちが

登っても眺望、展望んく楽しめるよ

う展望台の設置を行う計画のため

予算要求額が増えました。「心ヽる

さと再発見・健康ウォーク」では

マツプの作成やる、れあい活動の充

実、PRのためのアンケートの費

用も上げています。

坂
本

大
本

仁
科

安
藤

→ 平成 25年度の役割分担表 争

力B藤晃祐

森
下

松
浦

福 城 坂 松 大 藤 藤
武 戸 本 浦 本 井 井

諄 英 健 朝 忠 和 保
隋  陽 志 男 之

(改正の理由)

1年間取り組んでみて、各地区の自治

会長の参加はこても重要であり、計画か

らん
｀
かわる必要性があります。また、組織

の強イヒと継続性を担保するため副会長の

バックアップ体制の整備が必要です。

(改正内容)

0第 6条第 2頂の「副会長 4名」を

「副会長若千筈」に改める。

●第 6条第 3頂の「監事 3名」を

「監事若千名」に改める。

●第 7条の文中「各 2筈ずつ」を削除する。

上  縄
小  稚
効   ひ
昌  ろ
昭  え

公
明

益
之

政
義

清
孝

L_____

甲威25年虐の活動計画案・予算案原窯通と,漁定

緑認とれた25年膚の予算案

規約の一部改正

会 長



昨年宦に引と続と 4本柱で取とI組許書す。
昨年度の主な取り組みは写真の通りです。
今年度はこれらの取り組みを中心に 4本の柱で実
行します。城見地区の世帯数の 40%の参加を目標
に、 5月から 3月までの 11ケ 月、渚動します。

I、 犯罪ゼロ

こども (弱者)、 留智宅を対象に通学脇のパト
ロールと地域パ トロールを行います。その際

「パトロールのツボ」などソフト
面の知識も学べるようにします。

Ⅱ、 交通災害ゼロ

Iこ合わせて取り組みます。

パトロール隊の活動

「ゼロ災活動中」の看板設置、懺涙の設置

「火の用心」熾旗の設置

県道の歩道防護柵の設置

醍
争 こiとⅢ、 咄災ゼロ

昨年に31き続き、消防訓練の充実を図ります。
模擬消火訓練こ並行して「マニユアル」冊子を
作り全戸に配布することも老えています。

Ⅳ、 自然災害ゼロ

地域ハザードマツプの活用を図ります。より身
近に災害について考えるため、マツプづ<り を
専門家の支援を得て作成します。

以上の 4つの柱について「安全・安心Jの部会を開
き具体的な行動計画を立て進めています。
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みれあいl部会 城戸
i

かと

'多

くの有れ1楽しく会れnし活動でとるかう計画してい書す。
′3ヽれあい部会は昨年に31き続き、①大見山登山道の
整備と登山活動②心ヽるさと再発見・健康ウォークを
進めます。季節・気候の関係で 10月までは計画の
立案、行事の工夫、新しい企画などについて、各種
団体から所属していただいている方 (実行委員)を
中心 |こ 協議し、事前の洋備に取り組お予定です。

①大見山の登山活動では、用之江、茂平、大宜の全
てのルートが開通し、簡易 トイレを設置して快適に
山登りん

ヾ
楽しんでいただけるようになりました。さ

らに魅力ある登山を目指し、展望台の整備計画も進
めています。また多<の方に大見山の魅力を宣伝で
きるよう「風景写真」の募集も計画中です。

②ふるさと再発見・健康ウォークでは、城見地区の
歴史や名もない石仏などをj屈 り起こし「歩けあるけ
運動」として健康づくりにつなげていきます。ま
た、今まで歩いたルートや神社などを整理して散策
マツプを作成し、′3ヽれあい活動ん

ヾ
自主的、継続的に

進およう計画します。
また、毎周第二日躍日を「るヽれあいデー」とし、皆
さんの積極的な参加を期待 しています。
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c謗ふるとと城兒0あれこれ 《常ωω)

～ 10城 兒村後場につFbて～

現在の建物は、昭和 3年ごろほ出来たもので、築

100年近くになります。そうした経緯から、この建

物は現在岡山県近代化週産として登録されていま

す。競見)也区のンソボルとしたいものと登録有形文

化財の申請をしましたが、公会堂として活用するた

めの改修によつて、役場当時の状況が大幅に変えら

れているということ怠 今回は指定されませんでし

た。屋根の形状は寄せ棟怠 瓦は吹き答えられてい

ますが、鬼瓦は当初のもの怠 替日を偲ばせます。

水準点

建物東の入り□を出たところ底水浮点が設置さ

れています。建物基礎と同じくらいのレベルです。

蓋で覆われていますが、持ち上げてみると石の四角

柱ん
く
あります。北側の面には「二等蜘 、南側

には「岨 1710」,東側には「地理翻 、西側には「基

本」と刻んであります。国土地理院中国地方測量部

に電話して高さを確認しました。7.032奇というこ

とでした。蓋は鉄板で重いものです。持ち上げると

きはけ力
く
のないように気をつけてください。

競財也区まちづ<i韓 顧F幻 安 藤 清 孝

笠岡市立ナ成見小学校正門前に、本造の古い建

物があります。旧城見村役場です。効見地区の象

徴とも言える建物です。現用之江公会堂であり、

城見地区まちづくり協議会事務局が置ん
｀
れてい

る建物です。今回は、この建物について紹介します。

旧城見村役場

旧町村役場であつた建物が健在でなあ沼用さ

れている例は極めて少ないのです。旧笠岡町役

場んく笠岡市市議会議事堂として活用されている

ことは、皆さんど存知の通りです。

城見の旧城見村役場は、明治の大合併 (明治22

年)ん｀
ら昭和の大合併 (昭和 28年)までの間役

場んわ つた場所E今でも堂々と建つているのです。

今後の行事予定

示れあい部会 安全・安,出 部ヽ会

9月 下旬

10月 12日 d0

11月  3日 (日)

11月 24日 (日 )

12月 15日 (日 )

1月  5日 (日 )

2月 16日 (日 )

3月 16日 (日 )

郷上の歴史に関する講座を開催

大見山の一斉草Xlり 作業

大見山代豊りますく文イヒ祭用の写真を写とう>

文化祭で纂集した写真の表彰をします

用之江の荒神社などを巡ります

大見山へ3ルートから登り、新年祭を開きます

大宣トンネルの上にある人ングライダー基地へ歩きます

蔵平の38か所(お大師l懐)を巡ります    ,

各地区パトロール
八ザードマップ作成
選難雪

Jlll鰊

防来醤
Jll練

5月～3月

Ⅲ6月～ .

10月～ '

11月下旬

城見地区まちづくり協議会
笠岡市用之江334番地下EL0865‐ 66‐5133

毎週火躍日の年前9時から121寺まで在室してあります。
あ急ぎのご用件等は、 まちづくり協議会の郵便受けを
ご利用ください。


